
9 Ta l k― 語り合いを通して

調
和
の
世
界
を
築
き
あ
げ
る

中
村

先
日
、
選
句
に
つ
い
て
、
俳
句
は
読
む
も
の
で
な
く
、
パ
ッ
と
見
た
文
字

の
印
象
で
わ
か
る
の
で
六
千
句
を
二
時
間
で
見
る
と
書
か
れ
て
い
て
ち
ょ
っ
と
び

っ
く
り
。

長
谷
川

そ
の
印
象
が
本
当
に
大
事
な
ん
で
す
。

中
村

漢
字
仮
名
ま
じ
り
の
お
か
げ
も
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
。
斜
め
読
み
も
で
き

る
。
こ
れ
っ
て
大
発
明
だ
と
思
う
の
で
す
。

長
谷
川

そ
の
通
り
で
す
。
仮
名
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
と
考
え
る
と
、
た
と
え
ば
「
ま
つ
」
と
い
う
掛
詞
は
、
松

の
木
と
も
、
あ
な
た
を
待
つ
と
も
な
り
ま
す
。
歌
は
、
私
た
ち
の
祖
先
に
と
っ
て
文
字
さ
え
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
に
大
事
な

も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
大
和
言
葉
は
本
来
、
文
字
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
変
幻
自
在
に
ア
ル
フ
ァ
ベ

長
谷
川
櫂
（
は
せ
が
わ
・
か
い
）

一
九
五
四
年
熊
本
県
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法

学
部
卒
業
。
読
売
新
聞
記
者
を
経
て
、
俳
句

に
専
念
。「
朝
日
俳
壇
」
選
者
。
俳
句
結
社

「
古
志
」
前
主
宰
、
東
海
大
学
特
任
教
授
。

『
俳
句
の
宇
宙
』
で
第
十
二
回
サ
ン
ト
リ
ー
学

芸
賞
受
賞
。
句
集
『
虚
空
』
で
第
五
十
四
回

読
売
文
学
賞
受
賞
。『「
奥
の
細
道
」
を
よ
む
』

『
和
の
思
想
』『
文
学
部
で
読
む
日
本
国
憲
法
』

『
俳
句
の
誕
生
』
ほ
か
著
書
多
数
。

や
わ
ら
か
に

和
し
て

同
ぜ
ず

長
谷
川
櫂
（
俳
人
）

×
中
村
桂
子


